
一

A－－人 町の人口と世帯数

|;,繕人口

世帯数3，689

(S51.4.30現在）
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発行青森県金木町役場編集企画室
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抜
け
る
よ
う
な
青
空
、
さ
ん
さ
ん
と

降
り
そ
そ
ぐ
日
の
光
、
頬
を
な
で
る
か

ぐ
わ
し
い
風
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
明
る

い
六
月
。

農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
田
植
え
を
終

え
て
、
し
ば
し
の
休
み
に
ゆ
っ
た
り
く

つ
ろ
い
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
田
ん

ぽ
は
今
年
の
豊
作
を
約
束
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
緑
に
輝
い
て
い
ま
す
。

今
年
の
田
植
え
一
番
は
蒔
田
の
川
口

清
衛
さ
ん
で
し
た
。
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川
五
十
一
年
度

行
政
協
力

川
今
年
度
の
金
木
町
行
政
協
力
委
貝
は

Ⅲ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

川
会
災
宮
崎
初
太
郎

Ⅲ
副
会
延
中
谷
孫
一
、
鎌
川
善
七
、

古
川
嘉
之
助

川
《
金
木
》
（
本
町
）
秋
元
和
雄
（
栄
町

Ⅲ
）
中
村
砧
行
（
田
町
）
野
上
良
職
（
南

Ⅲ
新
町
）
山
崎
昭
二
（
上
山
遊
町
）
西
村

Ⅲ
節
男
（
中
山
道
町
）
秋
谷
勇
助
（
下
山

Ⅲ
道
町
）
小
野
元
端
（
美
叶
町
）
鳴
海
昭

Ⅲ
治
、
山
崎
明
徳
（
昭
和
町
）
角
川
金
男

川
（
神
明
町
一
区
）
石
戸
谷
秀
雄
（
神
明

Ⅲ
町
二
区
）
石
戸
谷
文
雄
（
刺
Ⅱ
町
一
区

川
）
角
田
豊
治
（
朝
Ｈ
町
二
Ⅸ
）
背
木
渋

Ⅱ
男
（
北
新
町
）
商
橘
勝
治
（
小
川
町
一

川
ば
）
川
口
淌
松
（
小
川
町
二
区
）
石
岡

川
満
（
米
町
）
角
田
良
逸
（
川
端
町
）
津

川
肋
治
郎
（
寺
町
）
白
川
兼
職
（
芦
野
町

川
）
鈴
木
又
芳
（
浦
町
）
成
田
平
太
郎
（

川
新
揃
町
）
、
川
栄
之
進
（
若
松
町
一
区

川
）
川
村
金
蔵
（
若
松
町
二
区
）
佐
藤
偏

Ⅲ
一
（
若
松
町
三
区
）
仙
場
定
末
（
若
松

川
町
四
区
）
芳
孤
武
雑
（
見
崎
町
）
金
本

川
正
三
（
三
軒
町
）
斎
藤
正
弘
（
上
沢
部

川
）
津
肪
喜
之
（
下
沢
部
）
白
川
礼
子
（

川
旭
ヶ
丘
間
地
）
北
沢
滴
一
（
大
東
ヶ
丘

Ⅲ
）
中
村
滴
勝
（
芦
野
団
地
）
工
藤
弥
三

Ⅲ
郎
、
中
谷
偏
次

川
《
蒔
田
》
（
上
蒔
川
）
吉
田
文
昭
（
下

川
蒔
田
）
白
川
久
夫

Ⅲ
《
神
原
》
（
神
原
）
前
田
浦
美
術

川
《
藤
枝
》
（
上
藤
枝
）
工
藤
善
四
郎
（

Ⅲ
中
藤
枝
）
成
田
平
三
（
下
藤
枝
）
竹
内

五
十
一
年
度

行
政
協
力
委
員
決
ま
る

保
健
衛
生
の
普
及
等
に
つ
と
め
る
た

め
、
役
場
で
は
保
健
協
力
ロ
を
殺
憧
し

ま
し
た
。

な
お
、
保
健
協
力
員
は
つ
ぎ
の
方
々

で
す
。

《
金
木
地
区
》
（
神
原
）
前
田
節
子
（

蒔
田
）
秋
元
レ
コ
・
吉
田
ト
キ
（
沢
部

）
吉
田
輝
枝
（
藤
枝
）
工
藤
テ
ッ
（
川

倉
）
泉
谷
レ
イ
・
白
川
ノ
リ
（
湯
の
川

）
浅
利
悦
子
（
若
松
町
）
成
田
キ
エ
・

背
山
ユ
キ
（
新
揃
町
）
外
崎
き
そ
（
川

端
町
）
棟
方
ミ
エ
（
山
遊
町
）
中
村
リ

ッ
エ
（
昭
和
町
）
津
烏
ト
ミ
（
三
粁
町

）
沢
田
ア
イ
（
美
購
町
）
野
村
節
子
（

正
友《

川
倉
》
（
湯
の
川
）
三
潟
森
蔵
（
林

下
）
田
中
和
雄
（
向
遊
）
泉
谷
久
光
（

女
坂
）
中
谷
孫
一
（
上
宇
田
野
）
中
谷

一
郎
（
下
宇
田
野
）
中
谷
幸
江
子

《
嘉
瀬
》
（
雲
雀
野
団
地
）
柵
永
宏
（

東
町
）
鎌
田
直
美
（
上
小
栗
崎
）
栗
野

キ
ナ
（
中
小
栗
崎
）
神
島
忠
雄
（
下
小

栗
崎
）
松
川
浦
（
上
派
立
）
小
田
桐
喜

吉
（
中
派
立
）
今
平
艘
（
下
派
立
）
鎌

田
善
七
（
上
新
町
）
須
崎
英
美
（
下
新

町
）
須
崎
梅
太
郎
（
上
昭
和
町
）
浜
田

由
雄
（
下
昭
和
町
）
角
川
千
代
吉
（
本

保
健
協
力
員
決
ま
る

～

町
）
原
田
浦
治
（
冷
水
）
今
喜
代
治
（

車
町
）
阿
部
定
平
（
畑
中
）
斎
藤
好
六

（
後
町
）
沢
田
岩
次
郎
（
上
古
町
）
中

村
正
俊
（
下
古
町
）
鳴
海
為
之
助
薪

誠
町
）
黒
川
兼
光
（
新
堤
町
）
木
下
猜

光
（
上
鍛
治
町
）
沢
田
俊
雄
（
下
鍛
治

町
）
木
下
伊
佐
太
郎
（
上
中
柏
木
）
原

田
万
治
（
下
中
柏
木
）
西
村
秀
男

《
喜
良
市
》
（
更
生
部
落
）
藤
本
秀
雄

（
西
瑞
見
町
）
元
石
繁
正
（
束
岩
見
町

）
宮
崎
与
太
（
林
町
）
岡
田
正
七
（
野

崎
）
宮
崎
初
太
郎
（
北
本
町
）
工
藤
武

男
（
下
派
立
）
三
上
菊
次
郎
（
上
派
立

）
加
喪
谷
満
雄
（
南
本
町
）
今
健
三
（

上
柏
木
）
大
橘
由
吉
（
下
柏
木
）
古
川

嘉
之
助
（
下
町
）
今
万
五
四
郎
（
川
端

町
）
今
千
年
（
双
葉
町
）
小
山
内
純
附

合
汁
八
十
五
名
．

小
川
町
）
角
田
ア
イ
子
（
神
明
町
）
中

谷
ひ
さ
え
（
昭
和
町
）
田
中
さ
ち
え

《
嘉
瀬
地
区
》
（
中
柏
木
）
杉
山
ハ
ツ

エ
（
小
栗
崎
）
松
川
ミ
チ
エ
（
昭
和
町

）
鳴
海
ハ
ル
エ
（
冷
水
）
小
山
内
み
き

（
古
町
）
毛
内
レ
ッ
（
本
町
）
小
倉
幸

子
（
上
鍛
治
町
）
沢
田
ツ
ョ
（
新
町
）

今
ふ
じ
え
（
車
町
）
沢
田
ツ
ル
子

《
喜
良
市
地
区
》
（
更
生
部
落
）
工
藤

ユ
キ
（
岩
見
町
）
桑
田
則
子
（
双
葉
町

）
近
藤
京
子
（
下
町
）
今
栄
子
（
本
町

）
桜
庭
ト
コ
（
野
崎
）
小
野
セ
ツ
（
下

町
）
今
ミ
ネ

凝議
世
話
人
会
に
よ
る
〃
第
二
十
八
回
桜

桃
忌
″
が
六
月
十
九
日
行
わ
れ
ま
す
。

時
間
は
、
午
後
一
時
芦
野
公
園
内
太
宰

碑
に
献
花
、
午
後
二
時
斜
陽
館
に
て
太

宰
を
し
の
ぶ
会
で
す
。
な
お
、
途
中
金

木
小
学
校
に
あ
る
全
国
第
六
番
目
の
碑

に
立
ち
寄
り
ま
す
。

当
日
は
、
太
宰
治
長
女
園
子
さ
ん
と

作
家
の
今
官
一
さ
ん
と
が
お
出
で
に
な

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
三
鷹
禅
林
寺
（
東
京
）

の
桜
桃
忌
を
結
ん
で
の
二
元
放
送
を
す

る
予
定
で
す
。

申
し
込
み
は
十
二
日
ま
で
、
金
木
町

一

多』

五
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
東
京
・

千
駄
ヶ
谷
の
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た

成
田
善
蔵
さ
ん

み
ご
と
に
優
勝
喬
年
部
）

日
本
民
謡
民
舞
春
季
大
会

第
詔
回

‐
ｌ
凹
■
■
■
ｑ
叩
Ｐ

国
■
‐
。
■
‐
卓
ユ
が

』
■
ザ
も

〃
二
①
Ｇ
Ｉ
”
ロ
一
・

、
天
理

）
Ｌ
《

Ｈ
本
民
謡
協
会
（
宮
尾
し
げ
を
会
長
）

主
催
の
昭
和
五
十
一
年
度
民
謡
民
舞
春

季
大
会
に
お
い
て
、
金
木
町
議
会
議
員

の
成
田
善
蔵
さ
ん
（
六
二
は
高
年
の

部
で
「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
」
を
う
た

い
、
初
出
場
な
が
ら
、
み
ご
と
優
勝
し

ま
し
た
。

大
会
は
五
つ
の
部
に
わ
か
れ
て
い
ま

す
が
、
高
年
の
部
に
は
七
十
四
人
が
出

場
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
大
会
最

終
日
に
各
部
九
人
の
優
勝
者
に
よ
っ
て

争
わ
れ
る
内
閣
総
理
大
臣
賞
争
奪
戦
で

は
六
人
ま
で
が
津
軽
民
謡
を
う
た
う
な

ど
、
出
場
者
の
持
ち
歌
は
津
軽
民
謡
で

し
た
。

教
育
委
員
会
内
桜
桃
忌
世
話
人
会
ま
で

会
費
は
一
人
二
千
円
で
す
。
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◎
絵
画
教
室

水
彩
画
を
思
い
の
ま
ま
に
描
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
一
・
三
土
暇
Ｈ
午

後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま

。
「
若
さ
」
を
い
つ
ま
で
も
／
，

〃
ス
ポ
ー
ツ
教
室
″
で
健
康
づ
く
り

第
一
・
三
火
咄
Ⅱ
…
：
．
卓
球

第
二
・
四
火
咄
Ｈ
：
：
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

午
後
二
時
～
側
時
（
姉
人
対
象
）

午
後
七
時
～
九
時
（
勤
労
背
少
年
及

成
人
）

◎
創
作
教
室

七
宝
・
焼
き
板
工
作
、
手
芸
、
は
り

絵
等
の
創
作
教
室
を
月
に
一
度
開
い
て

い
ま
す
。
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
で
毎
月
々
末
で
す
。

漁
蔑
添
灘
頚
決
綴
蕊
瀧
談

議
開
擢
事
業
鐘
誌
知
慈
逵
蕊

現
金
三
万
円
を
寄
附
一

大
和
湖
金
木
支
部
よ
り
、
役
場
↑

に
現
金
三
万
円
の
寄
附
採
納
願
が
↑

あ
り
ま
し
た
。
寄
附
に
協
力
し
て
一

く
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。
一

▼
支
部
長
山
形
茂
之
進
▼
櫛
↑

引
ク
ニ
▼
山
形
タ
キ
▼
宮
越
↑

や
よ
▼
福
災
愈
雄
▼
菊
地
タ

キ
▼
津
島
ヤ
ョ
▼
野
宮
ヤ
サ
ー

▼
田
中
ミ
ツ
エ

◆
１
●
◆

参
加
者
募
集
中

◆
。
．
●

●
『
２
『
◆
・
乳
●
上
堅
◆
、
Ｘ
皇
●
、
１
、
◆
』
１
且
◆

一
●
４
◆
１
．
●

◎
謡
曲
教
室

第
一
・
三
土
咄
日
午
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で
、
一
般
町
民
が
対
象
で
す
。

◎
青
年
教
室

六
月
か
ら
十
一
凡
ま
で
毎
〃
二
回
、

勤
労
背
少
年
を
対
象
に
、
六
月
十
日
が

開
講
Ｈ
で
す
。

◎
視
聴
覚
教
室
（
映
写
会
）

小
・
中
学
生
が
対
象
で
、
毎
月
第
三

土
暇
Ｈ
午
後
一
時
半
か
ら
で
す
。

い
ず
れ
も
材
料
我
実
曲
の
み
で
、
受

講
料
は
無
料
で
す
。
申
し
込
み
は
六
月

十
日
ま
で
、
く
わ
し
く
は
金
木
町
中
央

公
民
館
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◎
茶
・
華
道
教
室

一
般
町
民
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

第
二
木
恥
日
：
．
…
遠
州

第
三
木
眠
Ⅱ
…
：
・
池
の
坊
と
表

第
四
木
眠
Ⅱ
。
：
・
・
・
裏
と
小
脈

す
。
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
も
あ
り
ま
す
。

。
ふ
る
さ
と
の
踊
り

郷
土
の
民
謡
の
手
踊
講
習
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
第
一
・
三
金
唯
日
午
後

一
時
か
ら
閥
時
ま
で
で
す
。

一◆
Ｌ
・
●

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

で
も
、
Ｏ
Ｌ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

耳
な
れ
な
い
言
葉
で
す
ね
、
簡
単
に
云

う
と
「
地
図
」
と
「
磁
石
」
を
持
っ
て

「
ポ
ス
ト
」
を
さ
が
し
あ
て
て
い
く
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

む
ず
か
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歩

け
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
芦
野
公
園
周
辺
に
パ
ー
マ

ネ
ン
ト
コ
ー
ス
が
披
け
ら
れ
て
い
ま
す

サ
ァ
ー
、
あ
な
た
も
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
族
で
、 〃

Ｏ
Ｌ
〃
で
ｊ
／

●

若
葉
が
ま
ぶ
し
い
季
節
。
サ
ァ
ー
皆
又
は
職
場
で
、
町
内
会
・
子
供
会
の
み

さ
ん
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
Ｏ
Ｌ
な
さ
ん
で
／
，
六
月
に
は
（
町
民
）
Ｏ

）
で
光
る
汗
を
ふ
き
、
自
然
の
息
吹
き
Ｌ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

を
盤
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、

と
び
だ
そ
ゞ
フ

蕊鍵蕊
交通事故死者抑止

60日作戦にご協力を／

０
：
Ｉ
…
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
…

4月20日～6月19日

例年、交通事故による死者は、春の桜まつり期間

終了後、5月，6月，7月と多発の傾向を示してお

ります。

ちなみに、県内における過去3年間の死者の数は、

ー

■■■■■

…
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
宮

16名

17名

〃ま地公

福蝿儲
金祉磁に

木事触り
相務無合

談所鞠
所貸下
〃しさ

開ﾓﾚ：
設繩

…

_--_____ﾏｰｰｰｰｰｰ－~…

六
月
よ
り
、
福
祉
事
務
所
の
協
力
を

得
て
〃
福
祉
事
務
所
金
木
相
談
所
″
を

役
場
内
に
開
設
し
ま
す
。

生
活
保
謹
・
身
体
障
害
者
・
老
人
。

精
薄
等
す
べ
て
の
福
祉
に
関
す
る
相
談

照
会
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
応
じ
、
迅
速

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
開
設
日

六
月
よ
り
毎
週
月
曜
日
（
祭
日
の
と

き
は
翌
日
）

◎
時
間

午
前
九
時
よ
り
午
後
二
時
ま
で

となっており、県警察としては、この期間における

死亡事故の増加を防ぎ、運転者の交通モラル欠除を

覚せいさせるための指導取締りを強化し、死亡事故

の主要原因となっている暴走飲酒運転による死者を

抑止する目的でこの作戦を4月20日から6月19日ま

で実施しております。

町民のみなさんはこの運動の趣旨を理解され、暴

走飲酒運転による事故を自らもまた家庭内からも起

こさぬよ,うご協力願います。

一ー、祠‐~副＝
b

（3）

367

48年

5月

18名

6月

18名

7月

2 5 名

49年

50年

10名

10名

15名

21名
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（
４
月
届
出
分
）

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊
川
尚
弘
（
善
贋
是
男
）
金
木

泉
谷
奈
々
（
述
治
２
女
）
川
倉

中
谷
真
理
子
（
勝
之
曇
女
）
川
倉

鈴
木
辰
之
（
俊
昭
長
男
）
金
木

小
野
咲
美
（
正
三
長
女
）
金
木

三
潟
正
規
（
久
雄
２
男
）
川
倉

川
中
が
子
（
好
一
長
女
）
蒔
川

新
岡
匝
樹
（
通
芳
長
男
）
喜
良
市

工
藤
志
保
（
保
長
女
）
藤
枝

角
田
秀
行
（
行
弘
及
男
）
金
木

米
谷
敬
子
（
茂
長
女
）
金
木

油
将
和
弘
（
忠
造
埜
男
）
嘉
瀬

古
川
大
胱
（
幸
治
長
男
）
喜
良
市

小
野
啓
之
（
民
雄
長
男
）
喜
良
市

岡
川
誠
一
（
定
推
長
男
）
喜
良
市

千
菜
春
恵
（
揃
夫
２
女
）
藤
枝

一
森

靭
Ｔ
小 比 呂 志

&

難
雷

樗
恥
竪
鉋
応
都
ん

孔
ぼ

~j

だ．

I蜜

劃

黒
川
奈
緒
美
（
正
次
２
女
）
喜
良
市

荒
関
宏
美
（
正
一
長
女
）
金
木

津
烏
孝
行
（
昭
雄
２
男
）
金
木

浜
田
朋
（
宜
人
２
女
）
嘉
瀬

須
郷
樹
皿
（
久
衛
２
男
）
金
木

田
中
和
香
子
（
美
喜
雄
長
女
）
蒔
Ⅲ

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
棒
榊
ス
ミ
稲
一
控
蛎
鐸
傘
一
諦
浦
耐

（
礎
壼
刎
チ
認
一
雑
姫
郎
程
鋤
一
に
厩
酎

（
臘
秀
誕
唾
姉
醐
蕊
蝿
神

（
秤
串
都
錐
割
一
》
罐
鋤
率
挫
一
睡
戸
啼

（
袖
恥
》
穂
一
霊
鯉
郎
母
錘
一
密
所
諦

（
識
鉢
ち
跳
謎
一
陸
華
郎
瀝
錘
一
鋤
所
緬

（
拒
辮
癖
準
一
認
秘
郎
窪
趨
一
椎
歌
岼

ヘ
鈴
木
賞
一
（
光
義
長
男
）
静
岡
県

一
山
口
恵
美
子
霊
一
畳
女
）
嘉
瀬

（
峅
山
雅
趣
壼
罐
鐸
》
一
稚
盤
辞

（
峰
報
壼
那
禧
一
一
一
率
趨
一
藷
葉
糾

こ
ど
舌
は

坐
坐
ク
て

い
↑
樫
さ
い
ッ

こ
ど
舌
は

坐
坐
ク
て

い
↑
樫
さ
い
ッ

麹

灘
一
口
①
（

●

－

11笹

キー
縛斎輪K鴇

七
の
淡
走
戦
いγ

リ
ｒ
堤

ｰ

堤γ八
一一

o兎召ミ （
啼
詫
正
稚
一
睡
一
塞
錘
一
鑑
林

（
誌
跡
》
一
一
嶢
癖
治
哩
趨
一
率
銅
稗

（
》
率
登
涯
稚
一
擢
塞
雄
鐸
趨
一
率
即
栖

（
詰
川
と
幟
希
一
蝿
娃
塞
鋤
一
筆
畿
柿

へ
中
貼
誠
二
次
長
男
）
東
京
都

一
宮
崎
房
子
（
与
太
２
女
）
喜
良
市

へ
白
石
正
広
（
勝
侭
２
男
）
北
海
道

一
沢
田
け
い
子
（
束
－
２
女
）
金
木

愈
撫
（
鰹
鰯
拠
）
蕪

（
給
川
正
洋
》
霊
誰
母
錨
一
癖
古
》

（
率
禮
訓
率
剰
霊
率
郎
鐸
錘
一
唾
力
榊

（
軸
唖
極
甦
一
睡
》
鐇
錨
一
率
譲
癖

（
龍
川
鏥
↑
一
睡
一
口
垂
型
一
審
葉
裡

（
認
》
峠
認
一
種
一
一
一
郎
“
埋
一
評
諜
緬

（
福
硫
正
誇
毛
郵
砺
彌
門
塞
鐸
一
麺
所
諦

（
筆
藤
錘
》
一
睡
酔
郎
諏
錘
一
計
率
極

0，③ロ』、

〆

緋
こ
げ
舌
の

ツ
リ
カ
グ

原 ．
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一

【

Ⅲ
一

◆
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
一
三
雪
一
言
三
三
菫
三
三
二
一
三
弓
三
三
三
三
◆
｜

Ⅲ

”
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
が

Ⅲ

ふ
え
て
い
ま
す
○
岬
一Ⅲ

ガ
ス
の
元
栓
を
今
一
度
お
確
か
め
下
さ
い
。
州Ⅲ

◆
三
二
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
重
◆
｜

（
魂
》
鋤
一
一
》
誌
郎
握
錘
一
稚
川
幟
（
銅
認
識
蓉
一
唖
詑
丞
逵
墾
一
榊
琉
縣
銅

（
酔
蹄
昭
窄
郵
需
錘
郎
哩
筆
釧
所
芯
。
（
繩
坂
五
垂
認
一
華
幸
男
“
鍔
一
鐸
島
》
一
伽

（
雌
嫡
函
珪
一
酔
垂
嘩
却
一
幅
龍
姉
（
瞬
砺
》
識
一
鍵
郵
率
塞
一
癖
森
訴
伽

（
剖
恋
葉
雛
鰯
泰
融
櫓
田
川
騨
蕊
助
霊
潅
嬬
伽

（
率
鉢
睦
割
率
咋
郎
握
率
一
》
力
癖
（
岫
剛
恵
美
識
一
碑
姻
翠
錘
一
雫
霊
諦
祁

（
馳
岬
戦
葱
巨
鐸
趨
一
榊
鋤
淋
感
鴫
美
蠅
蓉
霊
誹
長
睾
鐸
阪
挿
悔

（
癖
蔀
割
錘
一
睡
“
鐸
趨
一
訓
所
極
（
叩
擁
る
唾
謡
一
鉦
癖
霊
筆
一
塞
戸
噸
一一

ｍ

（
僻
謝
り
嘩
需
一
癖
程
郎
垂
鐸
一
郭
郡
（
詫
卵
み
柵
一
壱
一
一
畦
郎
窪
準
一
椎
里
啼
》

（
獺
錦
蕊
郎
霊
素
鎭
ゞ

（
”
州
洋
稲
一
》
癖
率
蘂
蒋
岡
癖
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
梱

幸
《
一
一
一
坪
惟
一
）
》
．
一

（
郡
酎
千
一
稚
零
逢
郡
蘂
癖
里
聴
梧
啼
．
掛
一
蝿
封
一
》
良
柿

一
一

一 IロヵI■配ﾛ凸【画ロI ■宅■h■』ロマー凸ⅡⅡb酢ﾛｺ邑時､ユ』-－

（4）


